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平成 16年度大気中揮発性有機化合物 (VOCs)モニタリング調査

佐藤昌則＊・和田佳久・斉藤勝美

1.モニタリング調査の概要

平成8年5月の大気汚染防止法の一部改正により，

地方公共団体では有害大気汚染物質による大気汚染

の状況を把握することが義務付けられた。本県では，

優先取組物質 22物質のうち，ジクロロメタン，ベン

ゼン， トリクロロエチレンおよびテトラクロロエチ

レンなど 9種の揮発性有機化合物(VOCs)について，

平成 9年 10月からモニタリング調査を開始した。さ

らに，平成 10年 4月からは，米国 EPAでの VOCs

の分析法 T0-14A1)に定められている化合物も加え

た，計 44種のvoesについて調査を行っている。

図 1には，県内のモニタリング調査地点を示した。

このうち，一般環境調査地点は大館市と男鹿市船川

の一般環境大気測定局，沿道の調査地点は横手市の

自動車排出ガス測定局（国道 13号線沿い）である。

調査地点における空気試料は，毎月 1回，高真空化

したステンレス製容器（キャニスター）に，加圧ポ

ンプとマスフローコントローラーを用いて 24時間

一定流量で加圧採取した。キャニスターに加圧採取

した空気試料中のvoesは，空気試料自動濃縮導入

装置 (Tekmar-Dohrmann社製， AUTOCan)で濃縮し

た後，ガスクロマトグラフ質量分析計（島津製作所

製， GCMS-QPSOSOA)に導入して測定した。
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図 1 モニタリング調査地点

2.調査結果

モニタリング調査を行っている優先取組物質9化

合物のうち，ジクロロメタン，ベンゼン， トリクロ

ロエチレンおよびテトラクロロエチレンの 4化合物

については大気環境基準が定められており，その他

の5化合物については濃度評価のための参考値が有

害大気汚染物質測定方法マニュアル 2)に示されてい

る。なお，表 1には，優先取組物質9化合物の大気

環境基準と濃度評価のための参考値を示した。

表1 優先取組物質9化合物の大気環境基準または濃度評価のための参考値

化合物名 基準値または参考値 備 考

ご畠ノマー 00］ ：ご塁：：ごご＊｝オランダ大気環境目標濃度
アクリロニトリル 0.1 μg/m3 (0.045 ppbv) * L EPA（米国環境保護庁）の
クロロホルム 0.4 μg/m3 (0.081 ppbv) * 発がん性リスク濃度

1,2ージクロロエタン 0.4 μgjni3 (0.097 ppbv) * 
ジクロロメタン 年平均値 150μg/m3 (42 ppbv) 

：；言ロエチレン ：：：： 200 :：：霊：ppbpvb)V) }大気環境基準

テトラクロロエチレン 年平均値 200μg/m3 (29 ppbv) 

＊濃度評価のための参考値。碁準値および参考値は，気温20°C, I気圧における値である。

＊現秋田県生活環境文化部環境管理室

-26 -



秋田県環境センター年報第32号 2004

表2には，平成 16年度のモニタリング調査で得ら

れた各化合物の年平均濃度と濃度変動幅（最小値，

最大値）を示した。優先取組物質9化合物のうち，

大気環境基準が定められている 4化合物については，

全ての調査地点において年平均値が環境基準を満た

していた。その他の 5化合物については，一般環境

調査地点の大館局と沿道の調査地点の横手局におい

て，1,3-プタジエンの年平均値が濃度評価のための参

考値を上回ったが，他の化合物の年平均値は全ての

調査地点において参考値以内であった。

測定を行った 44種の VOCsそれぞれについて，調

査地点間の年平均濃度の差や濃度変動幅を比べてみ

ると， CFC-12,CFC-114,クロロメタン， CFC-11,

CFC-113および四塩化炭素は，調査地点間で年平均

濃度の差が小さく，濃度変動幅も少なかった。また，

これらの化合物の年平均濃度は，過去のモニタリン

グ調査結果凶ゃ，人為汚染の影響が少ないと考え

られる白神山地における調査結果 6)と比べてみても

同程度であった。 1,1,1-トリクロロエタンは，調査地

点間で年平均濃度の差が小さかったが，過去の調査

結果 3-5)と比べてみると年平均濃度が減少傾向にあ

ることが分かった。これに対して，1,3-プタジェン，

ジクロロメタン，ベンゼン，トルエン，エチルベン

ゼン，キシレン， 4-エチルトルエン， 1,3,5-トリメチ

ルベンゼンおよび 1,2,4—トリメチルベンゼンは，調

査地点間で年平均濃度の差が大きく，濃度変動幅も

大きかった。ジクロロメタンは溶剤や洗浄剤に，ト

ルエン，エチルベンゼンおよびキシレンは溶剤や塗

料に含まれている。また，ベンゼン，トルエン，工

チルベンゼン，キシレン， 4-エチルトルエン， 1,3,5-

トリメチルベンゼンおよび 1,2,4—トリメチルベンゼ

ンはガソリンにも含まれており 7)'1ふブタジェン，

ベンゼン，トルエン， 1,3,5-トリメチルベンゼンおよ

び 1,2,4—トリメチルベンゼンは自動車の排出ガス中

からも検出されている 8)。したがって，これらの化

合物の年平均濃度が高いモニタリング調査地点では，

溶剤や塗料を使用している施設などの発生源や，自

動車走行による影響を受けている可能性も考えられ

る。

モニタリング調査地点別の特徴をみてみると，一

般環境調査地点の大館局では， 1,4-ジクロロベンゼ

ンの年平均濃度が他の調査地点に比べて 2倍以上も

高かった。 1,4—ジクロロベンゼンは一般家庭でも使

用している防虫剤や殺虫剤にも含まれており，大館

局では日常生活での使用頻度が高い化学物質の影響

が大きく現れていると考えられる。沿道の調査地点

の横手局では， トルエンやキシレンなどの年平均濃

度が他の調査地点に比べて高く，自動車走行や溶剤，

塗料関係からの影響を受けていることが示唆される。

一方，一般環境調査地点の船川局では，ジクロロメ

タンやベンゼン， トルエンなどの年平均濃度が他の

調査地点よりも低く，自動車走行や特定の発生源な

どからの影響が少ないと考えられる。
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表 2 平成 16年度の大気中揮発性有機化合物 (VOCs)の調査結果
単位：ppbv

大 館 船 J 11 横 手

No. 化合物名 定呈下限値 検出下限値

平均値＂最小値ー最大値 平均値最小値」最大値 平均値最小値」最大値

1 CFC-12 0.515 0.489 -0.586 0.509 0.496 -0.529 0.539 0.513 -0.648 0.001 0.001 

2 CFC-114 0.016 0.015 -O.Q17 0.015 O.G15 -0.016 0.016 O.D15 -0.017 0.001 0.001 

3 クロロメタン 0.51 0.45 -0.63 0.51 0.47 -0.62 0.49 0.44 -0.58 0.05 0.001 

4 塩化ビニルモノマー 0.002 ND02 -0.011 0.003 ND -0.009 0.002 ND -0.006 0.001 0.001 

5 1,3ープタジェン 0.057 0.019 -0.125 0.011 0.006 -0.017 0.074 0.030 -0.156 0.005 0.001 

6 プロモメタン 0.011 0.008 -0.016 0.022 0.009 -0.065 0.011 0.007 -0.017 0.005 0.001 

7 クロロエタン 0.016 0.009 -0.027 0.008 <0.005 -0.016 0.012 0.005 -0.021 0.005 0.001 

8 CFC-11 0.258 0.243 -0.291 0.247 0.231 -0.258 0.253 0.235 -0.268 0.001 0.001 

9 CFC-113 0.075 0.073 -0.077 0.075 0.073 -0.078 0.076 0.072 -0.080 0.001 0.001 

10 1,1ージクロロエチレン ND ND ND 0.005 0.001 

11 3クロロ＿1-プロペン ND ND ND 0.005 0.001 

12ジクロロメタン 0.152 0.066 -0.599 0.069 0.037 -0.181 0.128 0.048 -0.227 0.005 0.001 

13アクリロニトリル 0.005 <0.005 -0.009 <0.005 <0.005 -0.007 0.006 <0.005 -0.011 0.005 0.001 

14 l,lージクロロエタン ND ND -<0.005 ND ND -<0.005 ND ND -<0.005 0.005 0.001 

15 シス＿1,2-ジクロロエチレン ND ND ND 0.005 0.001 

16クロロホルム 0.018 0.011 -0.053 0.016 0.011 -0.030 0.019 O.Dll -0.029 0.001 0.001 

17 1,1,1ートリクロロエタン 0.022 0.019 -0.026 0.021 0.019 -0.025 0.024 0.020 -0.030 0.005 0.001 

18四塩化炭素 0.094 0.089 -0.099 0.093 0.090 -0.098 0.102 0.091 -0.167 0.005 0.001 

19 1,2ジクロロエタン 0.012 0.006 -0.026 0.010 <0.005 -0.020 0.013 0.007 -0.026 0.005 0.001 

20ベンゼン 0.34 0.14 -0.57 0.19 0.08 -0.31 0.38 0.24 -0.70 0.05 0.001 

21 トリクロロエチレン <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 -0.08 0.05 0.001 

22 1,2ジクロロプロパン 0.004 ND -0.012 0.003 ND -0.007 0.005 0.002 -0.016 0.001 0.001 

23 ．ンスー1,3-ジクロロプロペン ND ND ND ND -0.005 0.001 0.001 

24トルエン 0.82 0.35 -1.54 0.25 0.12 -0.59 2.09 0.71 -4.99 0.01 0.001 

25 トランス．1,3ジクロロプロベン ND ND ND ND -<().005 0.005 0.001 

26 1,1,2ートリクロロエタン ND ND -0.001 ND ND ND -0.002 0.001 0.001 

27テトラクロロエチレン 0.007 <0.005 -0.015 0.006 <0.005 -0.Gll 0.007 <0.005 -0.015 0.005 0.001 

28 1,2ジブロモエタン ND ND ND 0.001 0.001 

29クロロベンゼン <().005 <0.005 -0.020 <0.005 ND -0.016 <().005 <0.005 -0.007 0.005 0.001 

30エチルベンゼン 0.121 0.052 -0.250 0.048 0.016 -0.134 0.248 0.082 -0.551 0.005 0.001 

31,32 m/pーキシレン 0.23 0.08 -0.40 0.07 O.GJ -0.20 0.45 0.16 -1.05 0.01 0.002 

33 0ーキシレン 0.102 0.038 -0.172 0.034 O.D15 -0.081 0.193 0.072 -0.439 0.005 0.001 

34スチレン 0.09 <0.05 -0.18 <0.05 <0.05 <0.05 -0.11 0.05 0.001 

35 1,1,2,2ーテトラクロロエタン ND ND -0.001 ND ND -0.001 0.001 ND -0.002 0.001 0.001 

36 4ーエチルトルエン 0.142 0.052 -0.255 0.038 0.010 -0.097 0.220 0.073 -0.463 0.001 0.001 

37 1,3,5ートリメチルベンゼン 0.043 0.014 -0.071 0.011 <0.005 -0.027 0.068 0.023 -0.136 0.005 0.001 

38 1,2,4-トリメチルベンゼン 0.16 0.05 -0.30 0.04 <0.01 -0.10 0.25 0.08 -0.50 0.01 0.001 

39 1,3ジクロロベンゼン ND ND ND -<0.005 ND 0.005 0.001 

40 1,4ジクロロベンゼン 0.138 0.019 -0.494 0.031 <0.005 -0.150 0.059 0.016 -0.159 0.005 0.001 

41ベンジルクロライド ND ND ND 0.001 0.001 

42 1,2ジクロロベンゼン <0.005 ND -0.012 <0.005 ND -0.014 <0.005 ND -0.006 0.005 0.001 

43 1,2,4ートリクロロベンゼン ND ND -<0.01 <0.01 ND -<0.01 <0.01 ND -<0.01 0.01 0.001 

44ヘキサクロロ-1,3プタジェン ND ND ND 0.005 0.001 

＊1 :平均値の算出にあたっては，分析値が検出下限値以上で定量下限値未満の場合にはその値とし，

分析値が検出下限値未満の場合には検出下限値の1/2として計算した。

*2 • Not Detectable（検出下限値未満）
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